











祐 す介け氏名・(本籍) ;畢 田
学位の種類 医 A寸i二ι 博 士
学位記番号 第 6 680 τ仁ヨコ
学位授与の日付 昭和 59 年 12 月 27 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 重症頭部外傷に対する barbiturate 療法の研究
論文審査委員 教(主査授) 杉本
教(副査授) 和田 博 教授吉矢生人
論文内容の要旨
(目的)
頭部外傷後に生ずる頭蓋内圧(lCP) 充進症に対し ICP減圧を目的とするbarbiturate 療法の安全平
易な投与万法の確立と，その効果・適応決定を目的として臨床研究を行なった口
(対象と方法)








(1) 投与早期より“acute tolerance" と考えられる薬物耐性現象が認められ，血中濃度測定は信頼すべき
指標とはなりえなかった。
(2) ICP15mmHg以上30mmHg未満の中等度克進例に対しては， ICP自体を投与指標としつつ 5 mg/kg 1 回投
与， 1 -2 mg/kg/hrを目標とするMBT (mild barbiturate therapy), ICP30mmHg 以上の高度冗進例
に対しては， EEG上suppression-burst patternの維持を指標としつつ 15凹/kg 1 回投与， 4-6mg
/kg/hrを目標とするABT (advanced barbiturate therapy) が最も合理的であった。
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(5) 血清 [Kつに対する影響は著しく， ECGあるいは直接測定による頻回の監視が必要であった口
(6) initial ICP40r阻Hg以上，一次性脳幹損傷，広汎脳虚血障害症例に対してはbarbiturate 療法は適
応とは考えられなかった。















者はMBT， ABT という 2 種類の投与方法をそれぞれの適応に応じて開発した。乙れらMBT， ABT 2 投






頭部外傷後ICP克進症に対する barbiturate 大量療法の臨床研究を行ない， MBT, ABT とし、う 2 種
類の投与方法を確立し，これら 2 方法によるICP の管理は特に死亡率の低下と機能予後に良好な結果を
もたらすことを明らかにした。
? ?戸。つ臼
論文の審査結果の要旨
本研究は， barbiturate の持つ強力な頭蓋内圧下降作用に若日し，これを重症頭部外傷患者lζ応用す
ることを目的にし，投与量・投与指標，副作用，適応等を詳細に検討したものである。その研究にもと
づき使用法を確立し，臨床応用を行い，すぐれた効果を得ることに成功じたもので学位論文としての価
値を寸-分有するものと認められる口
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